
女性起業家がめざす女性にやさしい乳癌検査 
 

 

企業概要 

Lily MedTech は、女性にやさしい乳房用超音波画像診断装置の実現を目指し、2016 年に東

京大学のスタートアップ企業として誕生した。東京大学医学系研究科・工学系研究科での医

用超音波技術を基にした、リング型超音波振動子を用いた乳房用超音波画像診断装置

「COCOLY」の製品開発を行っている。乳癌は、早期発見・早期治療を行えば生存率が高い

ため、乳癌検査の普及が重要である。従来の検査装置の課題を克服し、女性が受診しやすい

検査装置を開発した。Lily MedTech 代表取締役 東志保氏はご自身の経験を踏まえながら、

女性起業家として革新的な医療機器を社会に提供することで「乳がんと闘う」ことのない世

界を目指す。 

 

女性起業家の視点で社会課題を解決する 

日本では、乳癌検査の低い受診率と乳癌患者の増加が問題視されている。医療機器の開発経

験を持つ東氏は、医師や研究者との対話から、超音波 CT の技術を応用することで、マンモ

グラフィーよりも精度の高い診断結果、受診者の負担が少ない乳癌検査装置が開発できる

可能性を考えるに至った。そして、スタートアップ企業として大手メーカーにはできない革

新的な技術で世の中を動かしたい、という強い熱意を持って Lily MedTech を起業した。自

身の起業家としての素養を生かして、大学発の革新的技術を社会実装に導いた。様々なステ

ークホルダーとの信頼関係を構築するにあたり、女性ならではの視点や個性を意識してい

る。 

 

資金調達で成功するには 

スタートアップにとって、継続的に資金調達を成功させることが事業存続の肝となる。医療

機器に携わる女性起業家は少なく、モノづくりのための資金調達はとても大変だった。起業

当時は、女性活躍を政府が支援し女性経営者を育てようとする機運や、乳癌増加や検査の課

題が問題視されているという社会背景が後押しし、Lily MedTech の事業が注目を浴びるこ

とができ、33 億円の資金調達に成功した。一般的に、スタートアップ企業の資金調達には

2 つの方法があり、金融機関からの資金調達（デットファイナンス）とベンチャーキャピタ

ル（VC）や企業からの出資（エクィティファイナンス）がある。Lily MedTech は特に VC

や企業からの資金調達に力を入れた。創業当時から、ディープテックに特化した投資会社か

ら継続的な出資を受け、医薬品・医療機器販売企業と資本提携し出資と販売代理契約を結ん

だ。創業当時からの継続的な出資が臨床現場での開発を加速させ製品化の後押しとなった。

現在の投資ラウンドはシリーズ D（安定的な収益を出せるようになった後の段階）となって



いる。 

 

投資家の説得においては、女性起業家として自身が置かれた状況や経験を活かすことを心

がけた。一般的に投資家は、共感することが難しいものを投資対象としにくい傾向がある。

乳癌検査は女性が対象となる検査であり、その大変さは女性でなければ分からず、乳癌の課

題を認識している投資家は少ない。投資家は男性が多く、投資対象が女性に限定されるビジ

ネスは共感を得にくいためである。そこで、企業のビジョンやミッションを投資家に説明す

る時には、言葉を発して説明するだけでなく、客観的データを提示することも説得材料とな

りうる。医療機器は医療機関（医師）のシーズ・ニーズがはっきりしており、医師と共に歩

みながら製品開発を進めていた。開発段階からの医師の関与を通じ、医師の信頼を受けてい

ると証明できたので、投資家が安心感を得ることにつながった。また、研究開発の成果は目

に見えない無形資産であり、スタートアップの強みとなる技術を知的財産権として保護し

ておくことで投資家に安心感を与え、投資家からの信頼を得る一助となった。 

 

加えて、経済産業省のマッチングイベントなどでのアワードで多くの実績をつくり、メディ

ア露出を増やし企業のプレゼンスを向上させることで、大企業からの出資にもつながった。 

さらに、投資家からの資金調達より相性がよかったのが公的機関の助成金制度だ。Lily 

MedTech はミッションや提供する医療機器が明確である。NEDO（国立研究開発法人新エ

ネルギー・産業技術総合開発機構）や AMED （国立研究開発法人日本医療研究開発機構）

の助成事業に採択された。2020 年には、Japan Venture Awards 2020 にて「中小企業庁⾧

官賞」を受賞した。 

 

参照：独立行政法人中小企業基盤整備機構が主催するスタートアップ向けのアワード 

https://j-venture.smrj.go.jp/archive/jva2020/index.html 

 

COCOLY の開発動向 

「COCOLY」は、東京大学で開発された USCT（Ultrasound Computed Tomography）の技

術を基に開発された。当初、医療機器での実用化を考えた時に、脳と乳房の 2 つの候補があ

ったが、社会的課題の多い乳癌検査に応用することになった。開発されたリングエコー装置

では、360 度からの画像を合成して 1 断面をつくることで再現性の高い 3D 撮像、精度の高

い検査結果が可能となる。従来のマンモグラフィー検査は、乳房への圧迫が強く、受診者へ

の負担が大きかったが、「COCOLY」は、うつぶせになって検査をすることができ、乳房へ

の圧迫も少なく、超音波なので被曝の心配もない。2021 年 5 月に販売が開始し、現在は、

AI による読影支援技術を活用した診断装置を開発中である。将来的には、診断から治療領

域まで組み込んだ機器の製品化を考えている。 



 
 

これらの開発・製品化に至る過程では、医師との定期的な勉強会や意見交換を行い連携を密

にしており、企業のミッションに共鳴してもらっている。医療機関（医師）との信頼関係が

構築されることで、医療現場でのヒアリング、臨床試験の協力や利用データの集計など、更

なる開発への一助となっている。解決したい課題があれば、医師が協力してくれることもあ

るし、AI データの収集においてもデータ量に困ることがない。 

 

知的財産戦略 

資金の少ない起業時は、知的財産活動に関する特許庁や東京都の支援制度や助成金制度を

積極的に活用した。費用面の支援だけでなく、特許出願や先行調査、ポートフォリオ構築に

関するサポートやアドバイスを頂いた。 

現在、Lily MedTech は「COCOLY」に関連した日本特許を 3 件、および米国特許を 6 件、

国際特許（PCT）を 10 件、出願公開している。特許権は、乳房の画像撮像方法や読影時の

ユーザーインターフェース、AI 処理等の画像診断支援ソフトなど多岐の技術にわたる。特

に PCT 出願では、画像処理や診断支援、機械学習に関する出願が多い。革新的な医療機器

だからこそ、基本特許となる技術だけでなく、関連技術や出願地域に応じて権利範囲を検討

する必要がある。先行技術調査や出願のタイミングなどは外部専門家のアドバイスを受け

つつ進めている。超音波に関連する既存技術も多く、同分野は新規性や進歩性を主張しにく

い分野でもある。医療機器だけでは強い特許の獲得は難しいため、AI 診断などの新規技術

が追加されれば特許価値があがる可能性がある。また、世界的にマンモグラフィーに代わる

検査装置として需要が見込まれるため、PCT 出願を行い将来的な海外展開に備えている。

米国では類似企業があるため、自社製品が他社保有の特許権を侵害していないかどうかを

上市前に確認すること（クリアランス調査）が重要で特許防衛の面で気がぬけない。中国は

乳癌検査の普及が進んでいないため、今後類似メーカーが出てこないか懸念される。イスラ

ム地域は検査のニーズがあるもののまだ特許化に至っていない。このように、事業戦略とあ

わせた知的財産権の取得や知的財産ポートフォリオ構築の重要性も増してきている。 


